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名
河  川

路  線

箇    所

施    行

葉中図面番号

工事番号 第　　　　　　号

令和　　年度

縮尺

工事

平川市碇ヶ関　地内

三笠山大落前線

現橋一般図 S=1:50(100)

平　　川　　市

建設部建設課

5
 0
0
0

A1 P1 A2

橋台 橋脚

路　　線　　名

架　橋　条　件

形　　　　　式

設 計 活 荷 重

橋　　　　　長

桁　　　　　長

支　　間　　長

幅　　　　　員

支　　　　　承

雪　　荷　　重

斜　　　　　角

躯  体  形  式

基  礎  形  式

橋　　　　　名

上

部

構

造

設　計　震　度

コンクリート

鉄　　　　筋

材

料

適　用　基　準

延命橋（エンメイバシ）

大落前川（管理者：青森県）

PC単純I桁

有効幅員3.600m、全幅員4.100m

90°00′00″

半重力式橋台、ラーメン式橋脚

不明

下

部

構

造

供 用 年 月 日 昭和62年6月1日

添　　架　　物 無し

TL-14

エラスタイト

不明

不明

不明

不明

昭和55年 道路橋示方書

20.830m

2＠10.400m

2＠10.200m

市道2級 三笠山大落前線

A1 P1 A2

11@336.4=3 700

250×250

250×250

※下部工の地中部分の形状は推定による。

橋　長

桁　長

支間長

桁　長

支間長

橋　長

桁　長

支間長

桁　長

支間長

S=1:50(100) S=1:50(100)

S=1:50(100)

橋　梁　諸　元

側 面 図

平 面 図

断 面 図

延命橋　現橋一般図
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名
河  川

路  線

箇    所

施    行

葉中図面番号

工事番号 第　　　　　　号

令和　　年度

縮尺

工事

三笠山大落前線

平川市碇ヶ関　地内

補修計画一般図 S=1:50(100)

平　　川　　市

建設部建設課

A1 P1 A2

橋台 橋脚

路　　線　　名

架　橋　条　件

形　　　　　式

設 計 活 荷 重

橋　　　　　長

桁　　　　　長

支　　間　　長

幅　　　　　員

支　　　　　承

雪　　荷　　重

斜　　　　　角

躯  体  形  式

基  礎  形  式

橋　　　　　名

上

部

構

造

設　計　震　度

コンクリート

鉄　　　　筋

材

料

適　用　基　準

延命橋（エンメイバシ）

大落前川（管理者：青森県）

PC単純I桁

有効幅員3.600m、全幅員4.100m

90°00′00″

半重力式橋台、ラーメン式橋脚

不明

下

部

構

造

供 用 年 月 日 昭和62年6月1日

添　　架　　物 無し

TL-14

エラスタイト

不明

不明

不明

不明

昭和55年 道路橋示方書

20.830m

2＠10.400m

2＠10.200m

市道2級 三笠山大落前線

A1 P1 A2

床版防水工

表層：⑤密粒度As（13F）改質Ⅱ型

舗装打換え工

伸縮装置補修工

地覆補修工

断面修復工

ひび割れ補修工

防護柵補修工

ビーム部交換
支柱部塗り替え塗装

伸縮装置補修工

防護柵補修工

ビーム部交換
支柱部塗り替え塗装

地覆補修工

断面修復工

ひび割れ補修工

床版防水工

表層：⑤密粒度As（13F）改質Ⅱ型

舗装打換え工

防護柵補修工

ビーム部交換
支柱部塗り替え塗装

地覆補修工

断面修復工

ひび割れ補修工

床版防水工

表層：⑤密粒度As（13F）改質Ⅱ型

舗装打換え工

排水装置補修工

排水装置補修工

②密粒度As（13）改質Ⅱ型

※下部工の地中部分の形状は推定による。

②密粒度As（13）改質Ⅱ型

②密粒度As（13）改質Ⅱ型

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

橋　梁　諸　元

塗膜系（アスファルト加熱型）

塗膜系（アスファルト加熱型）

塗膜系（アスファルト加熱型）

S=1:50(100) S=1:50(100)

S=1:50(100)

側 面 図

平 面 図

断 面 図

延命橋　補修計画一般図

断面修復工

補　修　工　法 工　法　概　要

橋

面

工

防護柵

地　覆

伸縮装置

断面修復工

エラスタイト

鉄筋コンクリート

ガードレール

ひび割れ補修工

表面保護工

橋　梁　補　修　計　画　一　覧　表

ビーム取換え及び
支柱塗替え塗装工

充填工法によりひび割れ補修を行う。

伸縮装置及び
床版防水一体化工法

伸縮装置及び
床版防水一体化工法

排水管新設及び
既設排水管閉塞

断面欠損、うき、剥離部分はポリマーセメントモルタ
ルを使用した断面修復工(左官工法)により補修を行う。

断面修復工

排水管

舗　装 コンクリート舗装

塩化ビニールパイプ

上
部
構
造

下
部
構
造

ガードレールのビーム部を交換し、支柱部は塗替え塗装を
行う。

断面欠損部分はポリマーセメントモルタルを使用した断面
修復工（左官工法）により補修を行う。

表面含浸工法（高分子系）により外部からの劣化要因の浸
入を遮断し、劣化を抑制する。

埋設型伸縮装置及び床版防水一体化工法を採用し、防水機
能を高めることで下部工への漏水を防止する。

既設コンクリート舗装を切削した後、伸縮装置及び床版防
水一体化工法を採用して、改質Ⅱ型アスファルトによる舗
装打換えを行う。

舗装打換えに伴い、伸縮装置及び床版防水一体化工法を採
用して舗装面からの浸透水を遮断する。

排水管を新設し、不要な箇所の既設排水管を無収縮モルタ
ルで閉塞する。

断面欠損、鉄筋露出部、豆板部分はポリマーセメントモル
タルを使用して断面修復工（左官工法）により補修を行う。

表面含浸工法（高分子系）により外部からの劣化要因の浸
入を遮断し、劣化を抑制する。

表面含浸工法（高分子系）により外部からの劣化要因の浸
入を遮断し、劣化を抑制する。

表面含浸工法（高分子系）により外部からの劣化要因の浸
入を遮断し、劣化を抑制する。

断面欠損、うき、ひび割れ部分はポリマーセメントモルタ
ルを使用した断面修復工(左官工法)により補修を行う。
また、壁式橋脚の空洞部はコンクリートで閉塞する。橋　脚 鉄筋コンクリート

表面保護工

床版

主　桁

橋　台

PC桁

無筋コンクリート
（橋座付近は鉄筋Co）

表面保護工

断面修復工

表面保護工

舗装打換え工

部　材　等 構　造　種　別

1
：

0.
0
5

1：
0.05

主桁補修工

伸縮装置補修工

（差筋あり）
コンクリート充填工

下部工補修工
断面修復工 （差筋あり）

コンクリート充填工

断面修復工
コンクリート表面保護工

コンクリート表面保護工

コンクリート表面保護工

コンクリート表面保護工

下部工補修工

断面修復工

コンクリート表面保護工

下部工補修工

断面修復工
コンクリート表面保護工

1
：
0
.
0
5

1：
0.0

5

下部工補修工

断面修復工

下部工補修工

下部工補修工
断面修復工
コンクリート表面保護工

断面修復工
コンクリート表面保護工

2
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川

前

落

大

Co CoAs

Ja

150.11 150.12 150.20150.11

149.82

149.90

150.09150.10

150.30

150.35

150.11

150.01 146.82 147.50 147.90

146.87 146.75 147.48 150.05

落蓋300A
コンクリート表面保護工

主桁補修工
断面修復工
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H.W.L=148.470（10年確率Q=91m3/s）
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平　　川　　市

名
河  川

路  線

箇    所

施    行

葉中図面番号

工事番号 第　　　　　　号

令和　　年度

縮尺

工事

平川市碇ヶ関　地内

図示防護柵補修工詳細図

三笠山大落前線

建設部建設課

支柱部塗替え塗装工ビーム部取替え工

ブラケット取付用ボルト

ビーム取付用ボルト

延命橋　防護柵補修工詳細図

A1 A2P1

地　覆

2 000

2 000

R10
0

4-18×24

M16×35(6.8)

M20×145(4.6)

2-22×28 22×50

M20ｘ145

地　覆

M20×145

支柱φ114.3ｘ4.5

ビーム2.3ｘ356ｘ660

ビーム2.3ｘ350ｘ4330

※支柱は既設利用とし塗替え塗装工を行う。

S=1:5(10)

S=1:5(10)

塗装仕様（道路付属構造物塗装）

使用量（kg/100m2）

素地調整　3種ケレンＣ

14　　下塗　鉛･クロムフリーさび止めペイント

塗装工程・塗料名支柱(本)

11

11

上流側

下流側

22合　計

上流側

下流側

合　計

ビーム(m)

21.0

21.0

42.0

支柱部　塗替え塗装工 ビーム部　取替え工

支柱部　塗替え塗装工 ビーム部　取替え工
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防護柵支柱割付図

Gr-C-2B

巻袖ビーム詳細図 ブラケット詳細図防護柵詳細図

3

配 置 図

S=1:100(200)

平 面 図

上流側

S=1:50(100)

立 面 図

S=1:15(30) S=1:10(20)S=1:20(40)
平 面 図

立 面 図 断 面 図

下流側
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11　　上塗　長油性フタル酸樹脂塗料上塗

12　　中塗　長油性フタル酸樹脂塗料中塗



延命橋　地覆補修工詳細図

平　　川　　市

S=1:50(100)

建設部建設課

工事番号

線

図面番号

川
名

施 行

箇 所

第 号

葉中

路

河

地覆補修工詳細図

令和　　　年度　　　　　　　　　　工事

三笠山大落前線

平川市碇ヶ関地内

縮尺　S=1:50(100)

断　面　図 平　面　図

断　面　図 平　面　図
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断面修復工概要図

表面保護工詳細図
（表面含浸工法）

凡　　例

ひび割れ補修工概要図

欠　損

ひび割れ　充てん工法

断面修復工

表面保護工

ひび割れ充てん工法

支間長

桁　長

支間長

桁　長

地覆長

地覆長

P1A1

断面修復工1

断面修復工2

ひび割れ補修工1

P1 A2

断面修復工3

ひび割れ補修工2

C1.0 L=150

C2.0 L=400 

150×100

200×100

200×200

表面保護工1

A=7.88m2

表面保護工2

A=7.88m2

表面保護工3

A=7.88m2

表面保護工4

A=7.88m2

至　大落前至　三笠山

大
落
前
川

至　大落前至　三笠山

大
落
前
川

（鉄筋露出の場合）

鉄筋表面に防錆剤を塗布

養　生

損傷部のはつり・鉄筋の露出

鉄筋のさび落とし・清掃

充てん材を充てん

プライマー塗布

終　了

開　始

工法選定し施工すること。
（1）補修工法および詳細寸法は、施工時に再度確認のうえ、

≪断面修復工施工時の留意事項≫

補修工法および詳細寸法は、施工時に再度確認のうえ、工法選定し施工すること。

≪ひび割れ補修施工時の留意事項≫

ひび割れ調査

養　生

ひび割れ面のUカット

清　掃

充てん材を充てん

プライマー塗布

終　了

開　始

（3）図中詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

補修後に含浸工を行う。

付着物を除去する。

≪表面保護工施工時の留意事項≫

（2）コンクリート表面に劣化、欠損等が確認された場合は、断面

（1）表面含浸工はコンクリート表面の下地処理を行い、汚れ等の

(高分子系)
表面処理工

コンクリート下地処理

（幅1.0mm以上）

フローチャート

フローチャート

つる

処理を行う
・フェザーエッジとならないようカッター

・鉄筋の発錆がある場合は鉄筋裏側までは

カッター目地

既設鉄筋

防腐剤塗布

ポリマーセメント
断面修復材

モルタル

U字形カット

ひび割れ

可とう性エポキシ樹脂

10mm以上

1
0m
m

A1～P1

P1～A2

4

14



名
河  川

路  線

箇    所

施    行

葉中図面番号

工事番号 第　　　　　　号

令和　　年度

縮尺

工事

平川市碇ヶ関　地内

図示

三笠山大落前線

水工詳細図（1/2）
伸縮装置及び床版防

建設部建設課

平　　川　　市

5
070

表層:⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=3cm

表層:②密粒度As(13)改質Ⅱ型 t=4cm

表層:⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=3cm

表層:②密粒度As(13)改質Ⅱ型 t=4cm

上層路盤:粒調砕石(M-40) t=12cm

下層路盤:再生砕石(RC-40) t=38cm

既設路盤

地覆

導水パイプ（樹脂製）
φ15

防水層立上

成型目地材 t=5mm

セロシールSSテープ同等品以上

床版防水層設置工

⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=3cm

②密粒度As(13)改質Ⅱ型 t=4cm

※上記に記載の無い防水材は適用不可。

種　類

常温型塗膜防水 可（推奨）

塗膜系床版防水材（アスファルト加熱型）

シート系防水

塗膜系ゴム溶剤型

適　応

塗膜系反応樹脂型

可

不可

不可

不可

記号 名称

橋面防水工

伸縮装置工

（CAD計測）

計算式

3.60+3.60+3.60

36.77+36.77

単位 数量

ｍ 10.80

ｍ 73.542

保護骨材（珪砂4号）

塗膜防水

プライマー

1.5%

S=1:50(100) S=1:10(20)

S=1:20(40) S=1:5(10)

（A1側）

（A2側）

防水材適用表

防水層構成図

延命橋　伸縮装置及び床版防水工詳細図（1/2）

（伸縮装置及び床版防水の一体化工法）

5
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1 800 1 800 1 8001 800

塗膜系床版防水材
（アスファルト加熱型）

50

50 50

橋梁端部 橋梁中央部

路面切削詳細図

30

20 830

10 400 10 400

10 200 10 200

3 
6
00

4 
1
00

4 
4
50

2 000 2 000

3 
6
00

10

100

10

100100 100

10

1
75

2
50

1
75

25
0

3 600 3 600

A1 P1 A2

摺り付け舗装 摺り付け舗装

橋　長

支間長

桁　長

支間長

桁　長

伸縮装置 伸縮装置伸縮装置

A=36.77

床版防水層設置床版防水層設置

A=36.77

舗
装
版
切
断

L
=3
.6
0m

500500
路面切削 路面切削

路面切削 10 400路面切削 10 400

導水パイプ（樹脂製）

導水パイプ（樹脂製）

排水桝接続

排水桝接続

φ15 L=9.7m

φ15 L=9.7m

排水桝接続

排水桝接続

φ15 L=9.7m

φ15 L=9.7m

導水パイプ（樹脂製）

導水パイプ（樹脂製）

S=1:50(100)

路面切削工

路面切削断面積 路面切削断面積

路面切削工

A = 0.027×1.800×1/2×2
  = 0.049m2

A =（0.079+0.048）×1/2×1.800×2
  = 0.229m2

（1）既設舗装切削後の床版面に脆弱部・ひび割れがあった場合は補修を行う。

（2）切削後の床版の凹凸が大きい場合には、ポリマーセメントモルタルや部分研削等で補修を行う。

≪施工時の留意事項≫

（3）防水層の端部は立ち上げを行い成型目地材を設置する。

（4）図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

1.5％1.5％

20
9

2
00

79
21 48

5
2

21
7
9
2
00

15
7 1.5％ 1.5％

20
0

73
27

20
0

2
7

7310
0

路
面
切
削

W
=0
.3
0m

300

0.5%

1.
5
%

1.
5
%

床版防水工端部詳細図

摺り付け舗装構成図

0.5%

1.
5
%

1.
5
%

0.5%0.5%

防水層詳細図

平 面 図

断 面 図

3 600

4 100

11@336.4=3 700

4 020

1 800 1 800

250250

8
00

3
00

4
00

160 160

 2
09
(1
5
7)

20
9(
1
57
)

1.5%1.5%

表層:⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=3cm

床版防水層設置

表層:②密粒度As(13)改質Ⅱ型 t=4cm



平　　川　　市

名
河  川

路  線

箇    所

施    行

葉中図面番号

工事番号 第　　　　　　号

令和　　年度

縮尺

工事

平川市碇ヶ関　地内

図示

三笠山大落前線

水工詳細図（2/2）
伸縮装置及び床版防

建設部建設課

橋面防水工

100
(打継)

300
伸縮装置工

300
伸縮装置工

100
(打継)

20 20

150 150

200
(※注記6.)

100
(※注記10.)

200
(※注記6.)

300
(※注記9.)

50
(※注記10.)

300
(※注記9.)

50
(※注記10.)

(※
注
記
8.
)

(
※
注
記
8
.)

10

(※注記7.)

10

(※注記7.)

※注記

 1.伸縮装置工の数量は、調査結果を元に算出している。施工に際しては現場状況に合わせて適宜変更のこと

 2.伸縮性及び止水性を有する処理を目的とするため、伸縮性を確認できる材料を選定のこと

 　下記に参考仕様を示す

 3.伸縮材は、現場条件への対応性が良好なことから、ウレタン系ゴムアスファルト乳剤を選定している

 4.伸縮材との一体化のため、常温型塗膜防水の材料にはウレタン系ゴムアスファルト乳剤を必ず使用すること

 5.床版断面修正の適用範囲はｗ200,ｔ=30mmまでとする

 6.設置面（W＝200）の遊間両端のレベル差は0に不陸修正すること

 7.既設遊間幅が適用範囲外の場合は、適用範囲まで遊間幅を調整すること ※適用範囲：20mm-10,+4mm

 8.断面図の厚み(t)は視認性を優先し、正確な数値(t)を表さないことに注意すること

 9.W＝300に使用する防水材は、常温型塗膜系防水材を指定とする

10.打継は伸縮装置を下にすること、

　 打継部の常温型塗膜防水の上面（打継面）は保護骨材およびプライマーは塗布しないこと

延命橋　伸縮装置及び床版防水工詳細図（2/2）

（伸縮装置及び床版防水の一体化工法）

一体化構造図（側面図）

伸縮装置及び床版防水の一体化工法詳細図

一体化構造図詳細

伸縮装置工断面図

※伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。

※上記に記載の無い防水材は適用不可。

※常温型塗膜防水材は伸縮装置と一体化する同系材料。

※バックアップ材は2ｍ／本を適宜切断して4ｍの施工に使用する。

種　類

常温型塗膜防水 可（推奨）

塗膜系床版防水材（アスファルト加熱型）

シート系防水

塗膜系ゴム溶剤型

適　応

塗膜系反応樹脂型

可

不可

不可

不可

防水材適用表

名　称

伸縮材

伸縮装置工材料表　＜補修＞

シリコーン系化合物プライマー

アスファルトメッシュシート伸縮分散シート

汎用ウレタンフォームバックアップ材

kg

材　質

kg

m

m

1.00

数 量

0.058

1.10

0.55

単 位

保護骨材

常温型塗膜防水材 kg 0.45

硅砂４号 kg 0.16

主  剤：ゴムアスファルト乳剤

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

主  剤：ゴムアスファルト乳剤

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

ロス25％含む

ロス20％含む

ロス10％含む

ロス10％含む

ロス25％含む

ロス10％含む

備　考

1m当たり

一体化

伸縮追従性
±10mm繰り返しで剥離・破損がないこと

6000回

15回

遊間部止水層が床版防水層と一体化した伸縮装置として機能すること

±4mm繰り返しで剥離・破損がないこと

バックアップ材の挿入

プライマーの塗布

伸縮材の混合

伸縮材の

目地充填・床版面塗布

伸縮分散シートの貼り付け

橋面防水の施工

（アスファルト舗設）

施工完了

伸縮装置設置完了

橋面防水完了

床版断面修正

既設目地撤去

床版・遊間部の清掃

（舗装切削）

常温型塗膜防水材の塗布

保護骨材の散布

常温型塗膜防水材の混合

※施工前、各工種とも現地詳細調査を実施し施工寸法及び数量を確定すること。

※注記

1.打継は伸縮装置を下にすること
A1 A2

(※注記1.) (※注記1.)

記号

伸縮装置工

橋面防水工

名称

伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。
伸縮装置工の範囲（W＝300）は常温型塗膜防水材を
使用すること

橋面防水には、塗膜系床版防水材（アスファルト加熱型）
或いは、常温型塗膜防水材のみ使用可能

※ 注 記 ※

P1A1 A2

保護骨材 保護骨材

常温型塗膜防水

（アスファルト加熱型）

塗膜系床版防水材

バックアップ材

伸縮材

プライマー

伸縮分散シート 伸縮分散シート

プライマー

伸縮材

バックアップ材

常温型塗膜防水

塗膜系床版防水材

（アスファルト加熱型）

床版断面修正床版断面修正

アスファルト舗装

アスファルト舗装

床版

アスファルト舗装

床版パラペット 床版

施工フロー図
6

14



平　　川　　市

建設部建設課

名
河  川

路  線

箇    所

施    行

葉中図面番号

工事番号 第　　　　　　号

令和　　年度

縮尺

工事

平川市碇ヶ関　地内

図示

三笠山大落前線

詳細図
排水装置補修工

平 面 図

断 面 図 ステンレス排水桝詳細図 取付金具詳細図

排水桝設置図

延命橋　排水装置補修工詳細図

2-Φ14孔 2-Φ14孔×30長孔

内側EPDM貼付(t=3.0)

2-PL 100×6×310

2-PL 100×6×170

2-BN M12×45

2-アンカーボルト M12×100

2-EPDM 100×3×190

製作数=4

注） 1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

耐食性向上の措置を講じる。

4.現地調査にて寸法確定後製作する。

5.排水桝の設置位置は、鉄筋探査を行い、主鉄筋と

干渉しない位置とする。

S=1:50(100)

S=1:10(20) S=1:10(20) S=1:10(20)

7

14

舗装厚70mm
120×120 t=2.0mm

120×70 t=2.0mm

目皿溶接

目皿t=6.0mm

目皿溶接

点検蓋

点検蓋 チェーン取付

取手

チェーン取付

地覆部貫通型　角管仕様

製作数=4

点検蓋詳細図

t=4.0mm

45
°

ステンレス排水桝

地覆部貫通型　角管仕様

取付金具

1.5%

45
°

4

5

20
4
0

90°

2
00

70

72

75

285

12
0

120

279

115

20

45
70

20

6

70

30

65

1
20 12
0

12
2

A1 P1 A2

既設排水管VPΦ50

閉塞（モルタル）

既設排水管VPΦ50

閉塞（モルタル）
既設排水管VPΦ50

閉塞（モルタル）

既設排水管VPΦ50

閉塞（モルタル）

既設排水管VPΦ50

閉塞（モルタル）

既設排水管VPΦ50 既設排水管VPΦ50

閉塞（モルタル）

既設排水管VPΦ50

閉塞（モルタル）

ステンレス排水桝

ステンレス排水桝

撤去

ステンレス排水桝

ステンレス排水桝

910 9 500 9109 500

地覆

ステンレス排水桝

コンクリートはつり

修復（ポリマーセメントモルタル）

平面図

正面図

地覆

ステンレス排水桝

コンクリートはつり

修復（ポリマーセメントモルタル）

アスファルト
舗装

200

30
0

40 120 40

200

40 120 40

 2
50

32
0

50

25
25

3
0

 2
69

75

 
23
9

 
13
9

88

100
100
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2
5

2
5

50
50

5
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35 6
5

1 
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0

2
25

88
5

4
00

1 
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0

2
25

88
5

1
55

50

10
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0

導水パイプ（樹脂製）φ15

15
5

12
0

20
5

70

25

橋　長

桁　長

支間長

桁　長

支間長

20 830

10 400 10 400

10 200 10 200
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6
00
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4 
4
50

100 100 100 100
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25
0

2
50

17
5

17
5

10 10

S=1:5(10)



平　　川　　市

平　面　図断　面　図

平　面　図

断　面　図

S=1:50(100)工事番号

線

図面番号

川
名

施 行

箇 所

第 号

葉中

路

河

令和　　　年度　　　　　　　　　　工事

三笠山大落前線

平川市碇ヶ関地内

主桁補修工詳細図 縮尺　S=1:50(100)

延命橋　主桁補修工詳細図

建設部建設課 10 400

10 200

4 
0
20

4 
0
20

3 
6
00

4 
1
00

11
@3
3
6.
4=
3 
7
00

11
@3
3
6.
4=
3 
7
00

 2
50

 100

 1
60

16
0

 2
5
0

 100

 1
6
0

16
0

 400

 200

300800

 200

凡　　例

断面修復工概要図

表面保護工詳細図
（表面含浸工法）

断面修復工

表面保護工

間詰めモルタル修復工

豆板・はく離・鉄筋露出

P1A1

支間長

桁　長

断面修復工1

間詰めモルタル修復工1

間詰めモルタル修復工2

間詰めモルタル修復工3

断面修復工2

250×200

2300×330

50×20

50×20

450×20

P1 A2

断面修復工4 断面修復工5 断面修復工6

断面修復工7

断面修復工8間詰めモルタル補修工4

250×200 150×150 200×150

150×150

4300×330300×20

表面保護工1
A=4.16m2

表面保護工2

A=4.16m2

表面保護工3

A=4.16m2

表面保護工4

A=4.16m2

断面修復工3

2500×330

断面修復工9

4150×330

大

落

前

川

至　大落前至　三笠山

大

落

前

川

至　大落前至　三笠山

A1～P1

P1～A2

（鉄筋露出の場合）

鉄筋表面に防錆剤を塗布

養　生

損傷部のはつり・鉄筋の露出

鉄筋のさび落とし・清掃

充てん材を充てん

プライマー塗布

終　了

開　始

工法選定し施工すること。
（1）補修工法および詳細寸法は、施工時に再度確認のうえ、

≪断面修復工施工時の留意事項≫

（3）図中詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

補修後に含浸工を行う。

付着物を除去する。

≪表面保護工施工時の留意事項≫

（2）コンクリート表面に劣化、欠損等が確認された場合は、断面

（1）表面含浸工はコンクリート表面の下地処理を行い、汚れ等の

(高分子系)

表面処理工

コンクリート下地処理

10mm以上

つる

処理を行う
・フェザーエッジとならないようカッター

・鉄筋の発錆がある場合は鉄筋裏側までは

カッター目地

既設鉄筋

防腐剤塗布

ポリマーセメント
断面修復材

モルタル

フローチャート

8

14

間詰モルタル詳細図

70

20

主桁

間詰モルタル

10 400

10 200  100 100 支間長

桁　長
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00

4
 1
00

1
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平　　川　　市

工事番号

線

図面番号

川
名

施 行

箇 所

第 号

葉中

路

河

令和　　　年度　　　　　　　　　　工事

三笠山大落前線

平川市碇ヶ関地内

縮尺　1:50(100)
下部工補修工詳細図

（1/4）

建設部建設課

10mm以上

400 375 375 400 100100

10
0

40
0

215 215

175 175

500 500 4 450

11@336.4=3 700

500500

50
0

1 
0
00

1 
0
00

50
0

50
0

1 
0
00

4 450

5
00

5
00

正 面 図下 流 側 上 流 側

平 面 図

断面修復工概要図 表面保護工詳細図
（表面含浸工法）

凡　　例

A1橋台

断面修復工1

500×500×400

表面保護工1

A=0.25m2

断面修復工2
400×200

表面保護工2
A=0.47m2

断面修復工2
400×200

断面修復工3

500×500×400

断面修復工4
1000×450

断面修復工3断面修復工1

500×500×400

表面保護工3

A=4.66m2

表面保護工4

A=0.98m2

断面修復工1

500×500×400
断面修復工3

500×500×400

500×500×400

表面保護工5

A=0.09m2
表面保護工6
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（3）図中詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

補修後に含浸工を行う。

付着物を除去する。

≪表面保護工施工時の留意事項≫

（2）コンクリート表面に劣化、欠損等が確認された場合は、断面

（1）表面含浸工はコンクリート表面の下地処理を行い、汚れ等の
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（3）図中詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

補修後に含浸工を行う。

付着物を除去する。

≪表面保護工施工時の留意事項≫

（2）コンクリート表面に劣化、欠損等が確認された場合は、断面

（1）表面含浸工はコンクリート表面の下地処理を行い、汚れ等のつる

処理を行う
・フェザーエッジとならないようカッター

・鉄筋の発錆がある場合は鉄筋裏側までは
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延命橋　下部工補修工詳細図（4/4）

正 面 図上 流 側 下 流 側
(P1-A2)

断面修復工概要図 表面保護工詳細図
（表面含浸工法）

はく離・うき

平 面 図

フローチャート
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損傷部のはつり・鉄筋の露出

鉄筋のさび落とし・清掃

鉄筋表面に防錆剤を塗布

（鉄筋露出の場合）

プライマー塗布

充てん材を充てん

養　生

終　了

カッター目地
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ポリマーセメント
断面修復材
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つる

処理を行う
・フェザーエッジとならないようカッター

・鉄筋の発錆がある場合は鉄筋裏側までは

(高分子系)

表面処理工

コンクリート下地処理

（3）図中詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

補修後に含浸工を行う。

付着物を除去する。

≪表面保護工施工時の留意事項≫

（2）コンクリート表面に劣化、欠損等が確認された場合は、断面

（1）表面含浸工はコンクリート表面の下地処理を行い、汚れ等の
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